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【調査研究・研修の概要】

eシフト（脱原発・新しいエネルギー政策を実現する会）は、3.11後に発足したネットワークで、環境団

体や市民団体、消費者団体など幅広い種類の団体や個人が、脱原発と被災者救済を目的に集まっている点

が特徴です。月１回の会合やメーリングリストでの意見交換をベースに、団体を超えた協働や結集が必要

な場面で、勉強会やアクション等を企画・実施しています。2013年度は特に、政権交代と原子力・エネル

ギー政策方針転換を受けて、国民の声の再度の可視化と新しい層の巻き込み、および脱原発運動のネット

ワーク強化を目指して活動しました。

【調査研究・研修の経過】

・原発ゼロノミクス・シンポジウム「脱原発のコストと経済性」（2013/4/16）

・原発ゼロノミクス・シンポジウム「東電解体と賠償問題」（2013/5/23）

・院内集会「どうなる電気事業法改正」（2013/6/20）

・ブックレット vol.4「原発ゼロノミクス 脱原発社会のグランドデザイン」刊行（2013/7/10）

・福島第一原発・汚染水問題に関する国際アクション（2013/8）

・原発ゼロノミクス「改めて考える原発のコスト」金子勝さん講演会（2013/9/10）

・原発ゼロノミクス in 京都 「再生可能エネルギー普及への道を切りひらこう！」（2013/10/27）

・シンポジウム「どう計算しても原発は高い～地域から始める原発ゼロノミクス」開催

（2013/11/16）

・エネルギー基本計画・パブコメアクション（2013/12/16～2014/1/6）

・院内集会「原発回帰でいいの？！エネルギー基本計画に各界から異論」（2014/2/21）

・「脱原発・自然エネルギー推進自治体 Map」を公開（2014/2/21）

【今後の展望など】

・e シフトブックレット Vol.5『原発事故子ども・被災者支援法と避難の権利』刊行とセミナー開催。（実施済）

・シンポジウム「原発は温暖化対策にならない」7 月末ごろ予定。

・原子力市民委員会との協力、イベントの共同開催等。

・e シフトブックレット Vol.6 の企画・準備。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 講師・ゲスト旅費、スタッフ・ボランティア交通費 251,820 100,000 0 151,820

機材･備品費 グッズ制作費ほか 65,793 0 0 65,793

会議費 会議室、イベント会場費、イベント参加・出展等 122,300 95,800 0 26,500

印刷費 会議資料・イベント案内等、キャンペーンチラシ 348,185 150,000 0 198,185

協力者謝礼など 講師謝金・原稿料 136,137 50,000 0 139,563

外部委託費 デザイン費・編集謝金等 189,563 50,000 0 139,563

その他 事務局運営費・事務局経費・荷造り運賃等 599,665 154,200 0 445,465

合 計 1,713,463 600,000 0 1,113,463

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・金子勝(著)、飯田哲也(著)、e シフト(編)『原発ゼロノミクス：脱原発社会のグランドデザイン』、e シフトブ
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助成のテーマ
脱原発を含むエネルギー・原子力政策実現に向けた政策提言と

社会ムーブメントづくり
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Zeronomikuma- campaign mascot!

http://zeronomikuma.com
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